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2.11.3. 教育活動概要 
(a) 卒業論文概要 
小澤田 貴泰 
 
WebGIS を用いた道路管理情報ポータルシステムの提案 
岩手県では道路管理で業務状況を Web 掲載できる道路維持管理システムを運用している．これ
により，管理データが蓄積しているが，現場対処での利用に留まっており，地図上でデータを
関連付けて参照ができない．本研究では，WebGIS を用いた道路管理情報ポータルシステムを提
案した．そこではデータを業務ごとに自動分類し，Google Maps で一元管理する．さらに，道
路管理業務の従事者を対象にシステムを評価した． 
佐々木 雄喜 
 
GPS 携帯電話を用いた地域 SNS 連携マップの開発 
近年，コミュニケーションツールとして地域 SNS が利用されている．本講座では 2008 年度に地
域 SNS と WebGIS を連携した地域 SNS 連携マップを開発した．地域 SNS 連携マップは PC 利用で
あり，地域活動やコミュニケーションの活性化を目指す地域 SNS では屋外活動にも対応する必
要がある．本研究では，地域 SNS 連携マップのモバイル対応と GPS 携帯電話との連携を行い，
評価を行った． 
佐藤 好美 利用者の発見性を考慮した観光スポット検索システムの開発 
観光客が観光スポットを巡る計画を立案する際には，観光ポータルサイトなどの Web サイトか
ら事前に観光情報を得ることが多い．しかし，利用者が求める観光スポット情報を見つけるこ
とは難しく，利用者が今まで気付かなかった観光スポットを発見するという発見性は少ない．
本研究では，利用者の観光情報検索を支援し，満足度を向上するために，発見性のあるシステ
ムを開発した． 
関 博之 
 
歩行空間におけるカラーユニバーサルデザイン支援システムの開発 
近年，高齢者や障害者への配慮から，まちづくりにおいて UD 化の取り組みが進んでいる．しか
し，色の識別に困難を伴う色弱者への対応は，その社会的認知度が低いため遅れている．その
ため，色弱者の UD 領域である CUD に配慮した歩行空間における色弱者の見え方を一般色覚者が
理解する必要がある．本研究では，3 次元歩行空間において一般色覚者が色弱者の見え方を体
験，理解できる CUD 支援システムを開発し，評価した． 
高橋 恭平 
 
目標中心の行動連鎖モデルに基づく協調型観光情報システムの開発 
本研究は協調型の観光情報システムを開発し，システムの利用によって家族や友人同士といっ
た複数人での観光をよりコミュニケーション豊かにし，観光に対する魅力の向上を目的とする．
対面的なコミュニケーションを促進する三つの設計方針に基づき，位置に紐付いたコンテンツ
を提供する．本稿では開発システムの評価と考察について述べる． 
継枝 研太 
 
歴史テーマパークにおける携帯電話を用いた UD 観光情報システムの拡張‐位置情報取得の安
定化と汎用化‐ 
本講座では，2008 年度から歴史テーマパークを対象とし Bluetooth 対応の携帯電話による UD
観光情報システムを開発してきた．そこで出てきた課題を解決するため本研究では位置情報取
得の安定化と汎用化を目的として，Bluetooth タグの受信判定の追加と，一般の観光客の携帯
電話でのシステム利用を考慮した QR コードへの対応を行い，UD 観光情報システムを拡張し評
価を行った． 
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渡部 智輝 歴史テーマパークにおける携帯電話を用いた UD 観光情報システムの拡張‐UD への配慮と運用
‐ 
本講座では 2008 年度より，歴史テーマパークを対象とした Bluetooth 携帯電話による UD 観光
情報システムを開発してきた．しかし，操作方法や表示メニューの数などの UD の配慮面や，完
成した場合の運用面を含め，いくつか課題が残った．そこで，そこで本研究では，UD 面と運用
面の課題解決を目的として，システムの拡張と運用手順の作成を行った．本稿では開発システ
ムの評価と考察について述べる． 
 
(b) 博士(前期)論文概要 
佐藤 歩 
 
野外美術館における鑑賞支援システムの研究 
 近年，生涯学習の場として美術館が利用されるようになり，鑑賞支援の方法としてガイドシ
ステムを導入するケースが増えている．しかしながら，屋内美術館と異なる点が多い野外美術
館に対応したものは少なく，ガイドシステムによる十分な作品鑑賞支援が出来ずにいる． 
 本研究では，その課題解決のため，まず，モバイル端末での鑑賞支援に着目し，美術館等を
対象とした調査およびプロトタイプの評価を行った．次に，その結果を踏まえ，携帯電話によ
る野外美術館の作品鑑賞支援システムを試作し，岩手町立石神の丘美術館を対象とした評価実
験を行った． 
 
(c) 博士(後期)論文概要 
伊藤 拓次郎 
 
研修プログラム開発のコンポジッドモデルとその支援システムの研究 
本研究では，国際協力プロジェクトに関わるトレーナーがより効果的な研修プログラムの企
画・実施・評価を可能とするために，インストラクショナルデザイン(ID)理論に基づく研修プ
ログラム開発のモデルを開発し，それを様々な研修類型において適用可能とするための支援情
報システムを考案した．具体的には以下の 3 つの取り組みを行っている．1 点目は国際協力分
野の研修プログラム開発とトレーナー訓練について，途上国の実態調査を実施した．2 点目は
ID に基づく研修プログラム開発とトレーナー訓練のための新規なコンポジッドモデルの提案と
現場での検証を行った．最後に研修プログラム開発の３つの類型を洗い出し，多様な研修プロ
グラム開発のパターンにコンポジッドモデルを適用するための支援システムを開発し, 実フィ
ールドでの検証と運用可能性について議論した．今後は，実業務への導入を通して，システム
長期運用による機能深化と効果検証が期待される． 
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(d) 講座所属学生が第一著者として査読ありの論文誌掲載論文一覧 
1) 米田信之，市川尚，窪田諭，阿部昭博，車椅子利用者のための協調型観光支援システムの開発と評価，観光情報
学会誌「観光と情報」，Vol.5，No.1，pp.45-58，2009.5. 
(e) 講座所属学生が各学会で登壇発表した実績一覧 
1) 工藤彰，窪田諭，市川尚，阿部昭博，まちの変遷を考慮した地域学習支援システム，第 6回観光情報学会全国大
会ポスターセッション，P-05，2009.5. 
2) 佐藤歩，市川尚，窪田諭，阿部昭博，野外美術館における鑑賞支援システムの検討，第 6回観光情報学会全国大
会ポスターセッション，P-06，2009.5. 
3) 工藤彰，窪田諭，市川尚，阿部昭博，まちの変遷を考慮した地域学習支援システムの開発とその携帯端末への展
開，地理情報システム学会講演論文集，Vol.18，pp.297-302，2009.10. 
4) 佐藤歩，市川尚，窪田諭，阿部昭博，野外美術館における作品鑑賞支援システムの提案，人文科学とコンピュー
タシンポジウム論文集，情報処理学会，Vol.2009，No.16，pp.275-280，2009.12. 
5) 高橋恭平，市川尚，窪田諭，阿部昭博，目標中心の行動連鎖モデルに基づく協調型観光情報システムの開発，情
報処理学会第 72 回全国大会講演論文集，1ZM-9，2010.3. 
6) 工藤彰，窪田諭，市川尚，阿部昭博，フィールドミュージアムにおけるまち歩き支援システムの検討，情報処理
学会第 72 回全国大会講演論文集，3ZA-5，2010.3. 
7) 佐藤歩，市川尚，窪田諭，阿部昭博，野外美術館における鑑賞支援システムの開発，情報処理学会第 72 回全国
大会講演論文集，3ZM-8，2010.3. 
8) 佐々木研弥，窪田諭，市川尚，阿部昭博，UGC を用いた地域資源情報発信システムの検討，情報処理学会第 72
回全国大会講演論文集，4ZL-2，2010.3. 
9) 河本祐幣，市川尚，窪田諭，阿部昭博，携帯電話を用いた UD 観光情報システムにおける広告配信の検討，情報
処理学会第 72 回全国大会講演論文集，5ZC-3，2010.3. 
10) 小澤田貴泰，窪田諭，市川尚，阿部昭博，WebGIS を用いた道路管理情報ポータルシステムの提案，情報処理学
会第 72 回全国大会講演論文集，6ZM-5，2010.3. 
11) 関博之，窪田諭，市川尚，狩野徹，阿部昭博，歩行空間におけるカラーユニバーサルデザイン支援システムの開
発，情報処理学会第 72 回全国大会講演論文集，6ZM-7，2010.3. 
12) 高橋恭平，市川尚，窪田諭，阿部昭博，目標中心の行動連鎖モデルに基づく協調型観光情報システムの開発と評
価，情報処理学会研究報告，2010-IS111-14，2010.3. 
(f) 学生が単独で受けた受賞や表彰一覧 
1)   佐藤歩，岩手県立大学平成 21 年度学生表彰（学長特別表彰），2010 年 2 月 
